
長野県の将来人口推計について（県推計と社人研推計との比較）

（単位：人）

推計基準 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

県推計 プラン3.0（現状推移ケース）
2020

国勢調査
2,048,011 1,981,794 1,911,896 1,836,485 1,754,967 1,672,750 1,588,143

県推計 プラン3.0（改善ケース）
2020

国勢調査
2,048,011 1,982,915 1,920,410 1,861,879 1,805,257 1,746,712 1,687,529

社人研 地域別推計2023
2020

国勢調査
2,048,011 1,973,948 1,898,742 1,822,299 1,743,383 1,663,192 1,581,949

社人研 地域別推計2018
2015

国勢調査
2,098,804 2,033,235 1,957,953 1,877,667 1,793,174 1,704,857 1,614,511 ー

プラン3.0（現状推移）と社人研2023推計との差 0 7,846 13,154 14,186 11,584 9,558 6,194

差の割合 0.00% 0.40% 0.69% 0.77% 0.66% 0.57% 0.39%
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（千人） 長野県の将来人口推計について（県推計・社人研推計）

（参考）社人研2018
プラン3.0(改善ケース)

プラン3.0(現状推移ケース)

社人研2023

プラン3.0（現状推移ケース）と社人研2023推計は、

ほぼ同じ推計結果となっている。

※2050年時点の差は0.39％（約6,000人）

社人研推計は、5年前（2018年推計）から上振れ。

（2045年時点で＋4.9万人）

※社会増減の改善が上振れに寄与。

県推計（しあわせ信州創造プラン3.0）（2022年11月公表）

2020年国勢調査を基に、2100年までの５年ごとについて、長野県全体の人口を以下の2つケースで推計。

現状推移ケース：合計特殊出生率や社会増減について現状の傾向が続くと仮定（社人研-中位推計に相当）

改善ケース ：合計特殊出生率について2027年に1.61（県民希望出生率）、2040年に2.07（人口置換水準）に

上昇し、2025年に社会増減が均衡すると仮定

国立社会保障・人口問題研究所 『日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）』（2023年12月公表）

2020年国勢調査を基に、2050年までの５年ごとについて、都道府県・市町村別に推計（５年に一度公表）

（各地域の合計は、「日本の将来推計人口（令和５年推計）」（出生中位・死亡中位仮定）の値と合致）
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